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1　はじめに
IT（Information Technology）に関する様々

な技術の進歩により，企業活動をする上で，これ
まで捨てられていた情報の活用がすすめられてい
る。また，あらゆるデータを使った新たなサービ
スも産まれている。これまでも，ITにおいては非
常に多くのキーワードが生み出されており，様々
な視点で企業活動や生活を支える技術が多く産み
出されている。IoT（Internet of Things）；も
ののインターネットについては，現在非常に注目
されているキーワードのひとつとなり，幅広い技
術により構成されている。日本技術士会神奈川県
支部においても，皆さまの講座希望を踏まえ，第
44回CPD講座において2名の講師の方をむか
えIoTに関連した講座を実施した。
・講師1：太田　洋氏
　（クラウディアン（株）代表取締役　CEO）
・講師2：大野理望氏
　  （ エ ヌ・ テ ィ・ テ ィ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 

ズ（株）クラウドサービス部　担当部長）

2　講演の概要
2.1　「IoTの構成要素であるビッグデータ，クラ

ウド，人工知能の現状について」
1つ目の講演では，基盤パッケージを提供する

視点から見たIoTの動向について，基礎的な用語
の説明から講演を実施いただいた。

（1）IoTによるインパ
クト

世界全体で急激に伸
びるデータの量につい
て，ある調査会社の予
測によると，地球上で
情報として扱うデータ
は2013年では，4.4
兆GBであるのに対して，7年後の2020年で
は，10倍の44兆GBと予測している。ご存じ
のように，スマートフォンなどのデバイスの普及
により，生活のあらゆるシーンで情報の蓄積の機
会は増えており，今後ますますそれらのデバイス
技術の発展に伴い，蓄積されるデータも増加す
る。また企業活動においても，あらゆる情報に注
目が集まり，マーケティングへの応用や，品質管
理，オートメーション化など，情報を利活用する
ための戦略が，企業にとって重要な時代となって
きている。さらにIoE（Internet Of Everything）
として生体の情報なども含めて扱われることが予
測されており，今後の情報量は爆発的に増えると
考えられる。一方技術面においても，それらを扱
う仕組みの準備が急がれている。取り扱う情報の
量が莫大になるにしたがい，蓄積や処理などに求
められる技術的な条件も厳しくなってくる。その
ため，IoTというキーワードは，あらゆる業種を
巻き込み，それらの仕組みを提供する側，利用す
る側，両者へのインパクトが大きく，注目が集ま
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るキーワードとなっている。
（2）IoTを支える構成技術要素

IoTについては，一般的に，「センサを含めた
IoTデバイス技術」，「データ処理・分析技術」，
そして「それらの情報を活用するための技術」の
3つの要素に分割することができる（図1）。

各技術要素は，それぞれの分野で急成長をして
おり，その結果としてコストや仕組みは非常に身
近なものとなりつつある。IoTデバイスの世界で
は，超小型でシールのようなバッテリーレスの無
線機の開発も進んでおり，これまで情報の収集が
困難であった環境下での情報の収集が期待されて
いる。

また，IoTにおけるデータの活用までの流れと
しては，「センサによる情報の収集」，「前処理，
書き込み」，「保存」，「読み出し」，「加工」，「分
析」の順番で定義される。利用のニーズとして
は，大きく「リアルタイム性を重視した監視・デ
バイス制御」，「蓄積された大量データを処理し，
傾向などの情報の分析」の利用の2つに大別され
る。分析技術や処理技術の発展により精度の問題
や性能面での障壁が取り除かれることが期待で
き，リアルタイムで活用可能な範囲が広がる。情
報量の爆発的な増加に対応し，どのように情報を
扱い分析結果まで導くかは，技術的に注目される
分野のひとつとなる。最近の動向としては，それ
ら前処理によりメタデータ（分析対象の属性を表
すデータ）を作ることで，分析処理時の効率的な

フィルタリングを実施
する考え方が主流と
なってきており，前処
理に対して人工知能の
理論の実用化への期待
が高まっている。
（3）ディープラーニ

ングの台頭
大量データの前処理

として人工知能を利用
することにより，これ
まで無作為に保存して
いた様々な情報は，意

味を付加しすぐに利用可能なSMART DATAと
して蓄積することが可能となる。それらの処理を
支える技術として，ディープラーニング（DEEP 
LEARNING，深層学習）が注目されている。

これら人工知能の活用については，多くのオー
プンソースのライブラリが提供され始めている。
同社においても，それらの比較検証として自社の
訪問客の画像認識や，先日，連名で発表したリア
ルタイム道路広告など，幅広い活用について実証
実験を実施している（図2）。

（4）今後の注目している動向
IoTを支える技術は非常に幅が広く，注目され

る技術も多い。注目すべき動向として，クラウド
の利用形態を挙げている。情報の蓄積先を広域に
分散させ，ロケーションを気にしないことで，数
多くのメリットを見出してきたこれまでのグロー
バルクラウドに対して，情報の移動距離を抑える
ことで，高速処理によるリアルタイム性を実現す
ためのエッジクラウドという考え方がはじまって
いる。今後，両者の特徴を生かし，組み合わせた

図2　ディープラーニングの検証実験

飛躍的な認識率の向上（ご参考）
• クラウディアン社内検証実験の結果：

• 簡易的な実証実験においても高い認識率

• 自動運転のような最先端技術への応用でなければ、画
像認識分野で既に実用化可能なレベル
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リファレンスモデルをファイン
チューニング
•Caffenet 利用の認識率：97.4%

•NIN 利用の認識率：92.5%

図1　IoTの全体像

IoT の全体像（End-to-End モデル）

• 膨大な数のデバイスをクラウドで集約して制御・管理

• 集まってくる大量のデータ（ビッグデータ）を整理して保存

• 収集されたデータをリクエストに応じて適切な処理・分析を行い提供a
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利用形態が進むと考えられており，それらの仕組
みをさらに発展させる技術的な進歩がIoTにとっ
ても新たな可能性を産み出すと考えている。

2.2　「IoT時代を支えるクラウドサービスの最新
動向」

2つ目の講演とし
ては，クラウドサー
ビス事業者から見
た，IoTの動向につ
いてご講演をいただ
いた。
（1）IoT業界の最新

動向
企業のビジネスモ

デルや産業構造を変化させるICTの潮流として
IoTが注目されている。例えば製造業において
は，製造・販売する機器などに取り付けられた各
種センサからの情報をもとに，ソフトウェアによ
る分析を行い，機器の予防保全サービスや顧客の
利益拡大のためのコンサルティングサービスを提
供するといった新たなビジネスの取組みが始まっ
ている。

IoTという用語は，1999年に，RFID（Radio 
Frequency IDentification）やセンサの標準化
を推進する研究コンソーシアム「Auto-IDセン
ター」の “Kevin Ashton（ケビン・アシュト
ン）氏”が提唱したものであり，その考え方自体

は従来のユビキタスやM2Mなどを継承したもの
と考える。経済産業省 情報通信白書によると，
IoTのコンセプトは自動車，家電，ロボット，施
設などあらゆる「モノ」がインターネットにつな
がり，情報のやり取りをすることで，「モノ」の
データ化やそれに基づく自動化等が進展し，新た
な付加価値を生み出すというものであると定義し
ている。これらの「モノ」がインターネットにつ
ながる仕組みとしては，デバイスの技術が欠かす
ことができず，経済産業省をはじめ，調査会社に
より，それらのデバイスの成長率について種類別
の予測が公表されている（図3）。企業がグロー
バル・セキュアなIoT環境を容易に活用できる
IoTソリューションへの取り組みが始まっており
今後さらに発展すると考える。
（2）IoT業界を支えるクラウド技術

IoTの技術において，クラウドの活用は必要不
可欠なものとなっている。クラウドのコンセプト
としては，必要なサーバリソースを必要なだけ供
給することであり，利用者は設備計画や需要の予
測に合わせた調達などの煩わしさから解放され
る。また，サーバの保守のためのリソースの確保
も不要となり，それらはクラウド事業者側に共用
リソースとして確保されることでコストメリット
と柔軟な利用量の変更が実現される。IoTの処理
においてもクラウドサービスを利用することで，

「オンライン（無停止）」「柔軟なリソース利用」
「各種端末からの低遅延・高スループットなネッ

トワークの利用」が
可能となる。クラウ
ドを実現するうえで
非常に重要な技術と
して，各構成部材の
仮想化技術が挙げら
れる。現在，すでに
多くの仮想化技術の
実用化がされてきて
い る。 仮 想 化 の メ
リ ッ ト と し て は，
ハードウェア固有の
デバイス部分から開

写真2　大野理望氏 
エ ヌ・ ティ・ティ・コ
ミュニケーションズ（株）
クラウドサービス部 
担当部長

図3　分野・用途別のIoTデバイス数および成長性
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IoT業界の最新動向（４）

分野・用途別のIoTデバイス数及び成長性

※H27年度 経済産業省 情報通信白書より

従来の代表格であるパソコンやスマートフォ
ンだけではなく、車や家電、産業用設備など、
従来通信機能を備えていなかった機器を想定

米国調査会社Gartnerでは、
「一般消費者向け製品」
「産業分野」
「自動車分野」

の3つの分野に分類
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放されることと，ソフトウェアレベルで柔軟なコ
ントロールが可能となることが大きいと考える。
サーバの仮想化，ストレージの仮想化，そして現
在はネットワークの仮想化も実用化され，徹底的
なコストの最小化および利用者自らのコントロー
ルによる迅速なシステム構築が実現できるように
なった。

顧客の利用目的に合わせた利用形態へのニーズ
についても多様化してきている。そのため，クラ
ウド事業者間の接続により利用者へのさらなる付
加価値の提供や，利用者自身のネットワークであ
るプライベート環境との接続など幅広く提供が可
能となってきている。

今後も急速な技術の発展やビジネス的な提携を
進め，利用者へのニーズにいち早く応え続けるこ
とがクラウド事業者としての使命と考える。
（3）IoT事例の紹介

IoTの事例として，実演をまじえながら以下の
紹介がなされた（表1）。

「作業従事者向け安全管理システムの有用性の
検証」（図4），「生産現場をセキュアにつなぐ 
Industry4.1J」（図5）など各企業との連携を進
めた実証実験がはじまっている。

3　おわりに
今回，神奈川県支部のCPD講座として，IoT

に関する最新の動向の講演をお二人に実施してい
ただいた。IoTについてもこれまでのワードを継
承しつつ，コンセプトを明確にすることで，技術
の方向性のガイドラインとなり，その結果，技術
が益々加速する印象を受けた。またITにおける
これらの技術は，実用化にむけて企業間での連携
が不可欠であり，企業間のビジネスをコーディ

表1　講演で紹介されたIoTの業界事例（抜粋）

eCall

2018年4月以降EUで搭載が義務付けられる自
動緊急通報システム
https://ec.europa.eu/digital-single-market/
ecall-time-saved-lives-saved

Fitbit ワイヤレス心拍計・活動量計リストバンド
https://www.fitbit.com/jp/

Tesla ネットワークによる制御を進化させた電気自動車
https://www.teslamotors.com/jp/

ネートする技術も欠くことができないことを改め
て印象づけられた。

わたしたち日本技術士会神奈川県支部では，毎
月CPD講座や見学会を開催している。今後も皆
さまのご意見を参考とし，様々なテーマでの講演
会を企画していく予定であるため，技術の研鑽の
機会として，多くの方にご利用いただき，ご意見
をいただけることを願う。
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図4　作業従事者向け安全管理システムの有用性の検証
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複数の建設現場 管理センターなど

安全管理システム
(NTT Com独自開発)

* 機能素材”hitoe”はNTT研究所と東レ株式会社が開発した、着衣するだけで
心拍数や心電位を取得できる機能繊維素材であり、両社の登録商標です。

ウェアラブル
センサー
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(NTT研究所と
東レ社の共同開発)

作業従事者の
バイタルデータを集約

解析結果データ
を送信

・作業従事者の状態
モニタリング

・建設現場の
安全性改善 など作業従事者

Arcstar Universal One

クラウドベースの安全管理システムとウェアラブルセンサー“hitoe*”、
セキュアなネットワークを活用し作業従事者向け安全管理システムの有用性を検証

【弊社事例１】作業従事者向け安全管理システムの有用性を検証
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図5　生産現場をセキュアにつなぐIndustry4.1J
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生産現場の機器状況の監視/分析システムをクラウド上に構築。クラウドやネットワークに
求められる性能/セキュリティなど各種技術要件を検証

×

Arcstar Universal One

工場内の機器の制御システム 現場サポート担当者
生産現場 本部など

監視/分析システム

解析データ
を送信

グローバルセキュア ネットワーク

セキュリティ品質に
優れた最新の
通信プロトコル

「OPC UA*2」での
通信により制御システム

のデータを集約 ・異常通知
・原因解析
・復旧支援
・改善提案 等

*1 Virtual Engineering Communityの略称。製造業、ビル、エネルギーおよび電力業界を
対象にしたソリューション普及活動を展開している任意団体(会員数150社)

*2 複数の工場の制御装置が
相互接続する際の
共通プロトコル

【弊社事例２】生産現場をセキュアにつなぐ「Industry4.1J」
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